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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
人
の
移
動
や
接
触

の
自
粛
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
社
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
起
こ

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
リ
モ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
勤
務
形
態
、

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
、
教
育
現
場
の
遠
隔
授
業
な
ど
の
普
及
だ
。

 

「
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
」
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
超
え
た

「
ス
ー
バ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
が
出
現
す
る
だ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
移
動
、
輸
送
手
段
や
通
信
技
術
の

発
達
に
よ
っ
て
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
が
国
家
や
地
域
な
ど
の
境
界

を
越
え
て
大
規
模
に
移
動
す
る
こ
と
に
よ
る
、地
球
規
模
で
の
社
会
、

経
済
の
変
化
で
あ
る
。
国
家
を
超
え
て
活
動
す
る
多
国
籍
企
業
体
や

国
際
機
関
、
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な
超
国
家
共
同
体
な
ど
巨
大
組
織
が
勢
力

を
拡
大
し
て
き
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
「
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

Ｉ
Ｔ
技
術
の
さ
ら
な
る
進
化
に
よ
り
、
移
動
す
ら
必
要
な
く
、
在
宅

で
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
す
る
だ
け
で
、
世
界
中
の

モ
ノ
を
購
入
で
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
行
わ
れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
受
け

ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
な
国
際
交
渉
ま
で
が
行
わ
れ
る
。
個

人
が
国
家
・
企
業
へ
の
ハ
ッ
キ
ン
グ
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
も
可
能
と
い

う
世
界
だ
。
個
人
が
国
家
や
巨
大
組
織
を
凌
駕
す
る
こ
と
も
あ
る
、

従
来
の
常
識
を
超
え
た
世
界
の
出
現
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
、
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
出
現
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い
う
角
度

か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
国
家
・
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

「
覇
権
国
家
」
は
そ
の
座
を
脅
か
さ
れ
、「
権
威
主
義
」
は
人
権
蹂

躙
と
隠
蔽
体
質
が
露
呈
す
る
。「
自
由
民
主
主
義
」
世
界
を
席
巻
し

立
命
館
大
学
教
授

上
久
保
誠
人

コ
ロ
ナ
は
各
国
の
政
治
制
度
の
矛
盾
を
さ
ら
け
出
し
た
。

米
国
と
中
国
で
は
覇
権
主
義
の
蹉
跌
が
露
わ
に
な
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
退
潮
し
て
い
る
。

小
規
模
国
家
や
自
治
体
の
成
果
を
分
析
す
る
と
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
民
主
主
義
の
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。

か
み
く
ぼ　

ま
さ
と　

一
九
六
八
年
愛
媛
県
生

ま
れ
。
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
伊
藤
忠
商
事

勤
務
を
経
て
、
英
国
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学
大

学
院
政
治
・
国
際
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

Ph.D

（
政
治
学
・
国
際
学
）。
著
書
に
『
逆
説

の
地
政
学
』、
共
著
に
『
資
源
地
政
学
』『
や
ら

せ
の
政
治
経
済
学
』
な
ど
。

危
機
に
台
頭
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
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て
い
た
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆
迎
合
主
義
）」
は
既
存
政
党
の
復

活
に
淘
汰
さ
れ
る
が
、
そ
の
既
存
政
党
も
中
央
集
権
の
限
界
を
見
せ

る
。
む
し
ろ
、
地
方
自
治
体
や
中
小
規
模
国
家
・
地
域
に
よ
る
「
コ

ン
パ
ク
ト
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に
優
位
性
が
見
ら
れ
る
。

「
覇
権
国
家
・
米
国
」
の
動
揺

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
「
覇
権
国
家
」
で
あ
る
米
国
の
基
盤
を
根
底
か
ら

動
揺
さ
せ
て
い
る
。
地
政
学
的
な
見
方
で
は
、
米
国
は
ど
の
国
か
ら

も
直
接
攻
撃
で
き
な
い
離
れ
た
位
置
に
あ
る
「
新
世
界
」
と
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
二
度
の
大
戦
で
欧
州
諸
国
が
戦
場
と
な
り
疲
弊
す
る
の

を
尻
目
に
、
戦
場
と
は
な
ら
な
い
政
治
的
・
軍
事
的
に
圧
倒
的
な
優

位
性
を
生
か
し
て
、米
国
は
「
覇
権
国
家
」
に
の
し
上
が
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
近
年
、
米
国
の
「
新
世
界
」
と
し
て
の
優
位
性
を
切
り
崩

す
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
が
起
き
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
開
発
は

そ
の
一
例
で
、
つ
い
に
大
陸
間
弾
道
弾
を
開
発
し
て
米
国
を
直
接
攻

撃
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
米
国
は
こ
れ
を
無
視
で
き
ず
、
史
上

初
の
米
朝
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
に
も
、
ロ

シ
ア
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
て
の
大
統
領
選
で
の
世
論
工
作
、
選
挙
干

渉
な
ど
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
に
よ
っ
て
、「
覇

権
国
家
」
米
国
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
直
接
攻
撃
が
可
能
と

な
っ
た
の
だ
。

　

そ
し
て
、
い
ま
米
国
を
最
大
規
模
に
揺
る
が
し
て
い
る
も
の
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
で
あ
る
。
米
国
の
死
者
は
一
二
万
人
で
世
界
最
多
で
あ

り
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
死
者
数
を
上
回
っ
た
。
国
内
で
こ
れ
ほ

ど
多
数
の
死
者
が
出
た
「
有
事
」
は
、
歴
史
上
初
め
て
で
、
米
国
は

完
全
に
「
新
世
界
」
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
中
国
モ
デ
ル
」
普
及
の
思
惑
は
失
敗
か

　

次
の
「
覇
権
国
家
」
を
狙
っ
て
い
る
の
が
中
国
だ
。
現
在
、
中
国

の
ハ
イ
テ
ク
企
業
が
米
国
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
侵
入
し
、
米
国

が
対
抗
措
置
を
取
る
「
米
中
ハ
イ
テ
ク
戦
争
」
が
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
、
米
国
の
「
新
世
界
」
と
し
て
の
優
位
性
を
崩
す
動
き
の
一

つ
で
あ
る
。

　

中
国
は
、
急
激
な
経
済
発
展
・
軍
事
力
拡
大
に
自
信
を
持
ち
、
権

威
主
義
的
な
政
治
体
制
を
、
民
主
主
義
に
代
わ
る
「
世
界
の
政
治
体

制
の
モ
デ
ル
」
だ
と
考
え
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
も
「
中
国

モ
デ
ル
」
の
宣
伝
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
徹
底
し
た
都
市
封
鎖
で

新
型
コ
ロ
ナ
拡
散
の
収
束
を
最
初
に
宣
言
し
、
欧
米
の
新
型
コ
ロ
ナ

へ
の
対
応
の
甘
さ
を
「
個
人
主
義
的
で
生
ぬ
る
い
」
と
強
く
批
判
し

て
、
都
市
封
鎖
の
成
功
を
世
界
に
宣
伝
し
よ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
、
中
国
式
の
都
市
封
鎖
を
採
用
し
た
国
の
死
者
数
が
爆
発

的
に
増
加
し
た
た
め
に
、
そ
の
有
効
性
に
疑
念
が
持
た
れ
た
。
同
時
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に
、
武
漢
市
の
都
市
封
鎖
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
住
民
が
自

宅
に
押
し
込
め
ら
れ
、
マ
ス
ク
な
し
で
外
出
し
た
だ
け
で
も
当
局
に

拘
束
さ
れ
る
と
い
う
荒
っ
ぽ
い
も
の
だ
っ
た
が
、
市
民
の
怒
り
の
声

は
情
報
統
制
で
ネ
ッ
ト
上
か
ら
削
除
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
基
本
的

人
権
を
全
く
顧
み
な
い
や
り
方
が
、
世
界
か
ら
批
判
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
中
国
の
隠
蔽
体
質
に
も
疑
念
が
広
が
っ
た
。
中
国
が
コ

ロ
ナ
を
公
表
す
る
前
に
そ
の
危
険
性
を
訴
え
た
武
漢
市
の
医
師
が
公

安
当
局
か
ら
「
デ
マ
を
流
し
た
」
と
し
て
処
分
さ
れ
る
と
、
医
師
の

声
を
封
殺
し
て
初
動
が
遅
れ
、
世
界
的
な
感
染
拡
大
を
招
い
た
と
の

怒
り
が
広
が
っ
た
。
結
局
、
次
の
「
覇
権
国
家
」
を
狙
っ
た
中
国
の

行
動
に
、
世
界
が
強
い
警
戒
心
を
抱
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
が
世
界
的
に
退
潮

　

次
に
、
米
国
の
同
盟
国
で
あ
る
自
由
民
主
主
義
国
に
つ
い
て
検
証

す
る
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
、
既
存
政
党
が

苦
境
に
追
い
込
ま
れ
た
。
自
由
民
主
主
義
へ
の
信
頼
は
揺
ら
ぎ
、「
時

代
遅
れ
」
だ
と
し
て
、
権
威
主
義
体
制
の
優
位
性
を
中
国
が
主
張
し

た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
退
潮

さ
せ
て
、
既
存
政
党
を
救
っ
た
。

　

な
ぜ
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
退
潮
し
、
既
存
政
党
が
復
活
し
た
の
か
。

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
現
象
は
、
保
守
と
リ
ベ
ラ
ル
双
方
の
既
存
政
党
が
都

市
部
中
道
層
の
有
権
者
の
支
持
を
得
る
た
め
、
緊
縮
財
政
、
規
制
緩

和
や
移
民
受
け
入
れ
な
ど
を
実
行
し
、
そ
れ
に
コ
ア
な
支
持
層
が
不

満
を
募
ら
せ
た
こ
と
で
起
こ
っ
た
。ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
治
家
た
ち
は
、

財
政
バ
ラ
マ
キ
や
排
外
主
義
を
煽
情
的
に
訴
え
、
既
存
政
党
の
コ
ア

な
支
持
層
を
奪
っ
た
の
だ
。

　

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
欧
州
を
席
巻
し
た
。
二
〇
一
六
年
に
、
英
国
の

国
民
投
票
で
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
が
決
定
し
た
際
、
英
国
独
立

党
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一
七
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領

選
で
、
極
右
政
党
・
国
民
戦
線
の
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
党
首
が
決
選

投
票
に
勝
ち
残
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
反
移
民
政
党
「
ド
イ
ツ
の
た
め

の
選
択
肢
（
Ａ
ｆ
Ｄ
）」
が
台
頭
し
た
。
一
九
年
一
〇
月
、
キ
リ
ス

ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
が
地
方
選
で
連
敗
し
、
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ

ル
ケ
ル
首
相
が
Ｃ
Ｄ
Ｕ
党
首
を
辞
任
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
後
、
各
国
の
指
導
者
の
支
持

率
が
劇
的
に
回
復
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
メ
ル
ケ
ル
首

相
の
支
持
率
が
三
月
末
に
七
九
％
ま
で
急
回
復
し
た
。
ま
た
、
英
国

の
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
の
支
持
率
は
、
一
九
年
一
二
月
時
点

で
三
四
％
だ
っ
た
が
、
三
月
末
に
支
持
率
五
二
％
に
上
昇
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
実
施
し
た
都
市
封
鎖
の
打
撃
を
緩
和
す
る
た

め
に
、
大
規
模
な
経
済
支
援
策
を
打
ち
出
し
た
か
ら
だ
。

　

メ
ル
ケ
ル
政
権
は
、
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
個
人
事
業
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主
や
零
細
企
業
を
対
象
と
し
た
最
大
五
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
の
コ
ロ
ナ

緊
急
支
援
策
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
総
額

三
五
〇
〇
億
ポ
ン
ド
の
経
済
対
策
を
打
ち
出
し
、
一
時
休
業
し
た
労

働
者
に
対
し
て
、
八
割
の
給
与
を
月
額
最
大
二
五
〇
〇
ポ
ン
ド
で
最

長
三
ヵ
月
補
償
す
る
「
雇
用
維
持
制
度
」
を
発
表
し
た
。
既
存
政
党

が
空
前
の
規
模
で
「
バ
ラ
マ
キ
」
を
断
行
し
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党

を
支
持
し
て
い
た
人
た
ち
が
、
既
存
政
党
に
戻
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

　

一
方
、
日
本
で
は
、
欧
州
の
よ
う
な
現
象
は
起
き
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
、
自
由
民
主
党
が
保
守
層
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
層
ま
で
幅
広
く
支
持

を
獲
得
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
も
そ
も
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

中
央
集
権
体
制
の
限
界
と
地
方
の
奮
闘

　

だ
が
、
既
存
政
党
も
安
泰
で
は
な
い
。
全
国
一
律
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
中
央
集
権
体
制
よ
り
も
、
地
方
自
治
体

や
、
中
小
規
模
国
家
・
地
域
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

が
台
頭
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

中
央
集
権
体
制
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン

大
統
領
率
い
る
与
党
「
共
和
党
前
進
」
が
統
一
地
方
選
で
惨
敗
し
た
。

一
方
、
欧
州
主
要
国
の
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
者
数
が
圧
倒
的

に
少
な
く
、
経
済
再
開
も
早
い
ド
イ
ツ
は
、
州
政
府
が
警
察
や
教
育

な
ど
内
政
面
で
幅
広
い
権
限
を
持
つ
連
邦
制
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
州
政
府
が
現
場
の
状
況
を
掌
握
し
て
連
邦
政
府
よ

り
も
先
行
し
て
動
く
と
い
う
政
策
決
定
の
パ
タ
ー
ン
が
効
果
的
に
機

能
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
・
ゼ
ー
ダ
ー
・
バ
イ
エ
ル
ン
州

首
相
は
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
国
境
を
越
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
広

が
っ
て
い
る
状
況
を
連
邦
政
府
に
報
告
し
、
国
境
閉
鎖
に
踏
み
切
っ

た
。
そ
し
て
、
国
境
を
接
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
と
の
連
携

を
構
築
し
た
。

　

ま
た
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
は
、
経
済
対
策
も
中
央
政
府
に
先
ん
じ
て

一
〇
〇
億
ユ
ー
ロ
の
中
小
企
業
向
け
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
表
し

た
。
さ
ら
に
、
近
隣
の
州
と
共
同
で
、
全
国
に
先
駆
け
て
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
方
式
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
導
入
を
決
定
し
た
。
ゼ
ー
ダ
ー
州

首
相
は
、
国
民
か
ら
高
い
支
持
を
得
て
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
以
上
に
注

目
を
集
め
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
全
国
一
律
の
政
策
実
行
を
意
識
し
て
意
思
決

定
が
慎
重
に
な
り
が
ち
な
安
倍
政
権
よ
り
も
、
地
方
自
治
体
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
四
月
に
安
倍
首
相
が
「
緊
急
事
態
宣

言
」
の
発
令
に
慎
重
だ
っ
た
と
き
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
は
首

相
に
決
断
を
促
す
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
。
ま
た
、
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
都
の
対
応
措
置
の
概
要
案
を
先
行
し
て

公
表
す
る
な
ど
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
を
取
っ
た
。
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ま
た
、
小
池
都
知
事
は
、
国
が
否
定
し
続
け
て
い
た
休
業
補
償
に

つ
い
て
、
都
独
自
の
「
協
力
金
」
制
度
を
立
ち
上
げ
た
。
飲
食
店
や

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
学
習
塾
な
ど
幅
広
い
業
種
が
対
象
と
な
り
、
支
給

額
は
一
店
舗
な
ら
五
〇
万
円
、
複
数
店
舗
な
ら
一
〇
〇
万
円
を
支
給

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

大
阪
府
の
吉
村
洋
文
知
事
の
奮
闘
も
、「
＃
吉
村
寝
ろ
」
と
い
う

府
知
事
を
励
ま
す
言
葉
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ト
レ
ン
ド
入
り
す
る
ほ

ど
、
ネ
ッ
ト
上
で
も
注
目
を
集
め
た
。
府
知
事
は
、
緊
急
事
態
宣
言

の
発
動
前
か
ら
週
末
の
外
出
自
粛
を
府
民
に
求
め
、
厚
生
労
働
省
に

よ
る
感
染
者
数
の
非
公
式
の
試
算
を
あ
え
て
公
開
し
て
、
独
自
の
判

断
で
兵
庫
県
と
大
阪
府
の
間
の
週
末
の
往
来
自
粛
を
呼
び
か
け
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
の
発
動
後
は
、
東
京
都
に
遅
れ
つ
つ
も
休
業
要

請
に
協
力
し
た
個
人
事
業
主
に
は
五
〇
万
円
、
中
小
企
業
に
は

一
〇
〇
万
円
の
支
援
金
を
出
す
と
発
表
。
大
阪
府
は
東
京
都
と
比
べ

て
圧
倒
的
に
財
政
力
が
劣
っ
て
お
り
、
吉
村
知
事
は
当
初
「
財
源
不

足
で
で
き
な
い
」
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
大
阪
市
の
松
井
一
郎
市
長

と
協
力
し
、
協
力
金
の
費
用
を
市
町
村
と
折
半
す
る
こ
と
で
財
源
を

何
と
か
確
保
し
た
。

　

他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
自
治
体
が
、
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
を
打
ち
出
す
事
例
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
が
、

米
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
か
ら
「
和
歌
山
モ
デ
ル
」
と
称
賛
さ
れ

た
和
歌
山
県
の
仁
坂
吉
伸
知
事
だ
。
感
染
ル
ー
ト
の
追
跡
を
徹
底
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
封
じ
込
め
に
成
功
し

て
い
る
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
す
る
ア
ジ
ア
の
中
小
規
模
国
家
・
地
域

　

欧
州
や
日
本
の
地
方
自
治
体
同
様
に
、
現
場
に
即
し
た
迅
速
で
的

確
な
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
国
・
地
域
が
あ

る
。
韓
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
「
検
査
・
治
療
・
追
跡
」
で
あ
る
。

病
院
内
に
設
置
し
た
患
者
と
医
師
の
相
互
感
染
を
防
ぐ
検
査
用
ブ
ー

ス
を
用
い
る
「
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
大
規
模
実
施
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
の
、
重
篤
、
重
症
、
中
程

度
、
軽
症
者
の
症
状
に
応
じ
た
患
者
の
振
り
分
け
を
行
い
隔
離
す
る

方
式
、
そ
し
て
、Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
た
感
染
経
路
の
追
跡
で
あ
る
。

こ
の
「
韓
国
方
式
」
は
、前
出
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
で
も
「
一

つ
の
手
本
に
な
っ
た
」
と
評
価
さ
れ
、
欧
州
な
ど
で
も
参
考
に
さ
れ

て
い
る
。

　

台
湾
は
、
常
に
先
手
を
打
つ
圧
倒
的
な
「
ス
ピ
ー
ド
」
の
あ
る
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
が
特
徴
だ
。
昨
年
一
二
月
三
一
日
、
中
国
・
武
漢
市

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
い
ち
早
く
気
付
き
、
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
情
報
を
伝
え
て
警
戒
を
呼
び
か
け
、
武
漢
か
ら

の
入
境
者
へ
の
検
疫
を
開
始
し
た
。
一
月
五
日
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
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専
門
家
会
議
を
開
催
、
二
〇
日
に
は
こ
の
問
題
で
指
揮
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
二
一
日
に
初
の
感
染
者
が
台
湾
で
確
認
さ
れ
る
と
、
二
二

日
に
蔡
英
文
総
統
が
全
力
で
の
防
疫
を
国
家
安
全
会
議
で
指
示
す
る

な
ど
、
素
早
い
対
応
で
新
型
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込
め
た
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
担
当
の
政
務
委
員
（
大
臣
）
の
天
才
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ッ
カ
ー
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
氏
は
、
民
間
人
が
開
発
し
た
「
マ

ス
ク
の
在
庫
デ
ー
タ
を
管
理
す
る
ア
プ
リ
」
を
活
用
し
た
。
買
い
占

め
な
ど
の
混
乱
が
な
く
な
り
、
政
府
が
マ
ス
ク
全
量
を
買
い
上
げ
て

流
通
を
管
理
す
る
制
度
が
、
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

マ
ス
ク
の
計
画
的
な
在
庫
管
理
に
成
功
し
た
台
湾
は
、
感
染
拡
大

が
深
刻
な
欧
米
や
外
交
関
係
が
あ
る
国
に
マ
ス
ク
計
一
〇
〇
〇
万
枚

を
寄
贈
し
た
。
中
国
か
ら
の
圧
力
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
排
除
さ
れ
、
外
交

的
に
孤
立
を
深
め
て
い
た
台
湾
が
外
交
攻
勢
を
か
け
て
い
る
の
だ
。

　

韓
国
や
台
湾
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
す
る
こ
と
で
人
権
侵
害
に
至
る
懸
念
が
あ
る
こ

と
だ
。
し
か
し
、「
コ
ン
パ
ク
ト
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
は
、
政
治
・

行
政
と
市
民
の
間
の
距
離
が
近
く
、
民
主
主
義
が
機
能
し
や
す
い
の

が
特
徴
だ
。
議
員
と
の
直
接
対
話
、
陳
情
・
請
願
、
情
報
開
示
請
求
、

市
民
参
加
、
住
民
投
票
な
ど
。
さ
ま
ざ
ま
な
民
主
的
手
法
を
市
民
が

駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
・
行
政
に
よ
る
人
権
侵
害
を
防
ぐ

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

コ
ロ
ナ
後
の
世
界
は
コ
ン
パ
ク
ト
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ

　

評
価
の
高
ま
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
は
、
コ
ロ
ナ

後
の
社
会
に
出
現
す
る
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
は

ど
ん
な
役
割
を
果
た
す
の
か
。

　

パ
ラ
グ
・
カ
ン
ナ
は
著
書
『
接
続
性
の
地
政
学
』
で
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
の
時
代
に
は
、
国
家
と
い
う
枠
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

近
接
し
た
地
域
同
士
で
経
済
圏
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
る
」
と
論
じ

て
い
る
。
こ
の
動
き
は
、
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で

は
よ
り
具
体
化
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
個
人
の
活
動
が
劇
的
に
広

が
る
。
若
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
世
界
中
か
ら
資
金
調
達
し
て
起
業

し
た
り
、
表
現
活
動
を
行
い
世
界
的
ス
タ
ー
に
な
る
、
在
宅
の
ま
ま

世
界
中
の
大
学
の
授
業
が
受
け
ら
れ
、
権
威
あ
る
学
術
誌
の
枠
を
超

え
て
、
ネ
ッ
ト
上
で
最
先
端
の
研
究
が
日
々
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
る

こ
と
も
珍
し
く
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
従
来
の
国
家
と
い
う
枠
組
み
は
も
は
や

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
ら
な
い
。
個
人
の
権
利
を
民
主
主
義
的
に

最
大
限
に
尊
重
し
な
が
ら
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
現
場
の
状

況
を
的
確
に
把
握
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
対
応
で
リ
ス
ク
を
封
じ
込
め
、

必
要
な
措
置
を
柔
軟
に
、
機
動
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。「
コ
ン
パ

ク
ト
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
こ
そ
が
適
切
な
社
会
モ
デ
ル
で
あ
る
。
●




